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世
阿
弥
能
楽
論
に
お
け
る
重
要
語
の
一
つ
に「
風

姿
」
が
あ
る
。
以
前
、
こ
の
言
葉
の
用
例
に
つ
い

て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る（「
小
町
の
風
姿
―
『
玉

造
小
町
子
壮
衰
書
』と
世
阿
弥
能
楽
論
―
」『
銕
仙
』

二
一
八
号
。
平
成
十
四
年
六
月
）。
世
阿
弥
は「
貴

人
の
女
体
、
気
高
き
風
姿
」（『
三
道
』）、「
み
や
び

た
る
女
姿
に
、
花
を
散
ら
し
、
色
香
を
ほ
ど
こ
す
見

風
、
是
又
な
に
よ
り
も
面
白
き
風
姿
な
り
」（『
拾
玉

得
花
』）な
ど
、
物
ま
ね
の
対
象
と
し
て
の
女
の
姿
に

「
風
姿
」の
語
を
用
い
て
い
る
。
前
稿
で
は
美
女
の
姿

に「
風
姿
」の
語
を
使
っ
た
例
が
平
安
時
代
の『
玉
造

小
町
子
壮
衰
書
』に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
男
の

役
柄
に
使
わ
れ
た
例
と
し
て
は
、『
三
道
』に「
軍
体

の
風
姿
」と
い
う
表
現
が
あ
る
。
今
回
は
男
の「
風
姿
」

の
用
例
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。

　
人
の
姿
を
意
味
す
る「
風
姿
」に
似
た
言
葉
と
し
て

は「
風
体
」「
風
貌
」「
風
采
」「
容
姿
」な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
今
日
で
も
普
通
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
以
外

に
も「
風
儀
」「
風
容
」「
風
尚
」「
風
望
」な
ど
の
語

が
あ
る
。

　
男
の「
風
姿
」の
用
例
は
、
古
く
中
国
の
歴
史
書
に

見
え
る
。『
大
漢
和
辞
典
』に
は
、『
晋
書
』王
衍
伝
の

次
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　
王
衍
、
字
夷
甫
、
神
情
明
秀
、
風
姿
詳
雅
。

　
歴
史
書
の
紀
伝
部
で
は
人
物
の
性
質
や
容
姿
を
称

え
て
簡
潔
に
記
す
の
が
一
つ
の
定
型
と
な
っ
て
お

り
、「
風
姿
○
○
」な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
王お

う
え
ん衍

（
二
五
六
～
三
一
一
）は
西
晋
の
武
将
で
、
竹
林
の
七

賢
の
一
人
、
王

お
う
じ
ゅ
う

戎
の
従
弟
に
当
た
る
。
同
じ
く
七
賢

の
一
人
、
山さ

ん
と
う濤

は
少
年
時
代
の
王
衍
の
資
質
を
見
抜

い
た
と
い
う（『
蒙
求
』七
十
五
）。

　
同
じ
く『
大
漢
和
辞
典
』が
引
く『
宋
書
』明
帝
紀
の

用
例
で
は
、
宋
の
明
帝（
四
三
九
～
四
七
二
）に
つ
い

て
、

　
　
帝
少
而
和
令
、
風
姿
端
雅
。

と
記
す
。
ま
た『
魏
書
』李
孝
伯
伝
に
は
、

　
　
孝
伯
、
風
容
閑
雅
。

と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
人
物
評
の
記
述
の
型
は
、
日
本
の
歴
史

書
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
藤
原
鎌
足
の
伝
記
を
記

し
た『
家
伝
』（
七
六
〇
年
頃
成
立
。『
群
書
類
従
』第

五
所
収
）
に
用
例
が
あ
る
こ
と
が『
日
本
国
語
大
辞

典
』に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
臣
性
仁
孝
、
聡
明
叡
哲
、
玄
鑒
深
遠
、
幼
年

好
学
、
博
渉
書
伝
、
毎
読
太
公
六
韜
、
未
甞
不
反
覆

誦
之
。
為
人
偉
雅
、
風
姿
特
秀
。

　
鎌
足
は
幼
い
時
か
ら
聡
明
で
学
問
を
好
み
、
太
公

望
の
兵
法
書『
六り

く
と
う韜

』な
ど
多
く
の
書
物
を
読
ん
だ
。

人
と
な
り
は
気
高
く
、
容
姿
は
特
に
優
れ
て
い
た
と

い
う
。
中
大
兄
皇
子
に
協
力
し
て
大
化
の
改
新
の
偉

業
を
成
し
遂
げ
藤
原
氏
の
祖
と
な
っ
た
鎌
足
は
、
早

く
か
ら
神
格
化
さ
れ
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
多
武
峰

の
談
山
神
社
に
祀
ら
れ
た
。

　
鎌
足
は
文
学
作
品
に
も
登
場
す
る
。
室
町
時
代
に

盛
行
し
た
語
り
物
で
、
本
の
形
で
も
広
く
読
ま
れ
た

幸
若
舞
の
演
目
の
一
つ
に「
入
鹿
」が
あ
る
。
こ
の
作

品
で
は
鎌
足
の
誕
生
か
ら
蘇
我
入
鹿
を
退
治
す
る
ま

で
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
鎌
足
は
父
の
中

な
か
と
み
の

臣

御み

食け

子こ

の
流
罪
先
で
あ
る
常
陸
国
で
生
ま
れ
、
幼
い

時
に
狐
が
鎌
を
口
に
く
わ
え
枕
上
に
置
い
て
行
っ
た

と
い
う
。
十
六
歳
の
時
に
庭
の
夫ぶ

と
し
て
橘
の
京
に

上
る
が
、
役
人
が
鎌
足
を
見
て
、
そ
の
相
貌
に
目
を

留
め
る
。

「
多
く
の
仕
丁
夫
の
中
に
、
い
と
け
な
き
童
あ

り
。
形
は
や
つ
れ
果
て
た
れ
ど
、
た
だ
人
な
ら

ず
覚
え
た
り
。
金
骨
の
相
の
あ
り
。
金
骨
の
相

と
は
、
大
臣
の
相
の
事
な
り
。
田
舎
へ
今
は
下

す
ま
じ
。
宮
内
に
と
ど
ま
り
て
、
御
門
を
守
護

し
申
せ
」と
て
文
章
生
に
任
ぜ
ら
れ
、
右
京
の

大
夫
に
経
あ
が
り
て
、
宮
内
の
交
は
り
、
は
や
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雲
客
に
な
り
給
ふ
、
果
報
の
ほ
ど
の
ゆ
ゆ
し
さ

よ
。
　
　（
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
舞
の
本
』）

　
役
人
は
鎌
足
に
将
来
大
臣
に
な
る
金こ

ん

骨こ
つ

の
相
が
あ

る
と
見
抜
き
、
文

も
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

章
生
に
取
り
立
て
る
。
　
　

　
容
姿
の
良
さ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
大
和
猿
楽

の
祖
と
さ
れ
る
秦

は
だ
の
こ
う
か
つ

河
勝
の
伝
承
に
も
見
ら
れ
る
。
世

阿
弥
の『
風
姿
花
伝
』第
四「
神
儀
」に
、
欽
明
天
皇
の

御
宇
、
大
和
国
の
泊は

つ

瀬せ

川が
わ

が
洪
水
の
折
、
川
上
か
ら

一
つ
の
壺
が
流
れ
下
り
、
三
輪
の
杉
の
鳥
居
の
ほ
と

り
で
雲
客
が
こ
の
壺
を
取
っ
た
と
記
す
。

中
に
み
ど
り
子
あ
り
。
貌
柔
和
に
し
て
、
玉
の

如
し
。
こ
れ
降
り
人
な
る
が
故
に
、
内
裏
に
奏

聞
す
。

　
そ
の
夜
、
帝
の
夢
に
み
ど
り
子
が
現
れ
、
自
分
は

秦
の
始
皇
の
再
誕
で
あ
る
と
告
げ
る
。
帝
は
奇
特
に

思
い
殿
上
に
召
す
。
子
は
才
智
に
優
れ
、
十
五
歳
で

大
臣
と
な
り
、
秦
の
姓
を
下
さ
れ
、
秦
河
勝
と
名
乗

る
。
こ
れ
ら
は
も
と
よ
り
史
実
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
伝
承
で
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
容
貌
が
優
れ

て
い
る
こ
と
が
大
臣
の
資
質
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。

　
話
を
歴
史
書
に
戻
す
と
、
六
国
史
の
六
番
目
に
当

た
り
、
清
和
・
陽
成
・
光
孝
天
皇
の
時
代
に
つ
い
て

記
す『
日
本
三
代
実
録
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』第

四
）に
、
中
国
の
歴
史
書
の
記
述
法
に
倣
っ
た
表
現

が
多
く
見
ら
れ
る
。
清
和
天
皇
に
つ
い
て
は
、

　
　
風
儀
甚
美
、
端
厳
如
神
。

と
記
し
、
美
し
さ
は
神
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
称
え

る
。
清
和
天
皇
は『
伊
勢
物
語
』六
十
五
段
に
も

　
　
こ
の
帝
は
顔
か
た
ち
よ
く
お
は
し
ま
し
て

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
永
井
和
子
氏
訳
注『
伊

勢
物
語
』（
対
訳
日
本
古
典
新
書『
伊
勢
物
語
』昭
和

五
十
三
年
、
創
英
社
。
百
二
十
頁
）所
引『
三
代
実
録
』

に
は
、
こ
の
部
分
の
記
述
を「
風
姿
甚
美
」と
し
て
い
る
。

　『
三
代
実
録
』に
は
他
に
も

　
　
美
姿
儀
、
風
神
警
良
。（
藤
原
良
仁
）

　
　
風
容
閑
雅
、
挙
止
詳
審
。（
藤
原
良
綱
）

　
　
率
性
俊
雅
、
風
尚
不
恒
。（
源
信
）

　
　
容
儀
可
観
、
風
望
清
美
。（
藤
原
良
近
）

な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
女
の
例
で
は
、
仁
明
天

皇
女
御
の
藤
原
貞
子
に
つ
い
て

　
　
風
容
甚
美
、
婉
順
天
至
。

と
記
し
、
僧
侶
の
例
と
し
て
は
、
円
仁
に
つ
い
て

　
　
風
貌
温
雅
。

と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

　
歴
史
書
以
外
で
は
、
仏
教
説
話
に「
風
姿
」の
語
が

使
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
中
国
梁
代
の
僧
、
僧
祐

（
四
四
五
～
五
一
八
）の
編
纂
に
な
る『
釈
迦
譜
』は
、

釈
迦
の
一
代
記
で
あ
る
が
、
第
五
・
三
十
一「
阿
育
王

造
八
萬
四
千
塔
記
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』第
五
十
。

八
十
一
頁
）に
は
阿
育
王
の
王
子
で
あ
る
鳩く

那な

羅ら

太た
い

子し

の
説
話
を
載
せ
る
。

法
益
経
云
、
王
有
太
子
。
名
達
摩
跋
檀
那
。
斉

言
法
益
。
是
起
八
萬
四
千
塔
日
所
生
也
。
眼
可

愛
如
。
似
鳩
那
羅
鳥
眼
。
即
以
為
名
焉
。
風
姿

明
雅
、
有
文
武
称
。
善
弾
一
弦
琴
。

　
王
子
は
目
が
美
し
く
、
鳩
那
羅
鳥
と
い
う
鳥
の
目

に
似
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
鳩
那
羅
太
子

と
名
付
け
ら
れ
た
。
姿
は
優
雅
で
文
武
に
優
れ
、
ま

た
一
弦
琴
の
演
奏
も
得
意
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
見
ら

れ
る「
風
姿
明
雅
」と
い
う
表
現
は
、
歴
史
書
の
記
述

の
型
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　
鳩
那
羅
太
子（
拘
那
羅
太
子
と
も
表
記
）の
説
話
は
、

中
国
の『
大
唐
西
域
記
』『
法
苑
珠
林
』を
始
め
、『
今

昔
物
語
集
』巻
四
・
四『
三
国
伝
記
』巻
七
・
四
等
の
諸

書
に
見
え
る
著
名
な
話
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
能

の「
弱
法
師
」や
説
経
節
の「
し
ん
と
く
丸
」、
浄
瑠
璃

の「
摂
州
合
邦
辻
」の
も
と
に
な
っ
た
俊
徳
丸
説
話
の

源
流
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
太
子
の
美
し
さ
に
愛
欲
の
心
を
起
こ
し
た
継
母
の

后
が
、
太
子
に
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
を
逆
恨
み
し
、
太

子
を
陥
れ
る
計
略
を
画
策
す
る
。
太
子
は
継
母
に
だ

ま
さ
れ
て
自
ら
の
眼
を
抉
り
出
し
て
盲
目
と
な
り
流

浪
す
る
。
偶
然
に
も
城
に
戻
っ
て
来
た
太
子
が
琴
を

弾
く
と
、
太
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
父
王
と
再
会

す
る
。
諸
書
に
よ
り
話
の
展
開
に
は
小
異
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
純
真
高
潔
な
太
子
の
人
柄
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
と
に
琴
の
演
奏
を
き
っ
か
け
に
父
子
が
再
開

す
る
場
面
は
感
動
的
で
あ
る
。

　
世
阿
弥
は
主
に
女
の
役
柄
に
対
し
て「
風
姿
」の
語

を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
は
本
来
、
僧
俗
男
女

を
問
わ
ず
広
く
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
風
姿
」

と
い
う
言
葉
は
、
い
ず
れ
も
人
物
の
姿
が
美
し
く
、

か
つ
そ
の
人
物
の
内
面
も
優
れ
て
い
る
場
合
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
今
回
検
討
し
た
男
の「
風
姿
」の

用
例
は
、
世
阿
弥
能
楽
論
と
直
接
関
係
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
が
、「
風
姿
」の
用
例
を
幅
広
く
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
世
阿
弥
の
使
用
法
の
特
徴
も
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
用
例
の
発
見
・
収
集
に

努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
國
學
院
大
學
教
授
）


